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 高さ120ｍの1/2号機排気筒解体開始に向けた最終確認として、解体装置が最頂部
に設置可能か確認するため、５月11日にクレーンに解体装置高さを模擬した調査
機材を取り付けて現場合わせを行ったところ、事前に計画していた高さと約３ｍの
差異（低い）があることを確認しました。

 差異の原因としては、クレーンアーム部の角度表示の測定誤差を一つの可能性と推
定しつつ、光波等を用いて、長さ・高さ等の実測を中心とした確認を進めてまいり
ました。
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5月11日の現場合わせ時、調査機材の下端が
排気筒頂部よりも約1.6ｍ低い位置となった

事前に計画していた
調査機材の下端位置

調査機材による現場合わせ状況(5月11日)



 光波による実測等の結果、クレーンアームの角度は設定値と実際の角度に誤差がな
かったことを確認するとともに、高さ等の実測から、最大巻き上げ時のワイヤーの
長さに、計画と約4mの差異があることを確認しました。

 この差異が発生した要因は、リミットスイッチワイヤーの長さ約４ｍを、誤ってク
レーン先端からフック上端までの距離約４ｍとして計画してしまったため、実際の
ワイヤー長さ約８ｍに対し、約４ｍの差異が発生しました。

 なお、排気筒の高さを実際よりも１ｍ高い設定でクレーンの高さを計画していたこ
とも確認され、5月11日の確認作業時には、約３ｍの差異が発生しました。

検証結果と今後の調整内容の検討状況
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【今後の調整内容（案）】
①︓クレーンジブを延長する
②︓ブームを起こしクレーン
を排気筒に近づける

②角度・距離調整

①長さ調整

計画と実際のワイヤー長さ
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